
[bookmark: _GoBack]集合契約における、特定健康診査の受診者本人からの請求に基づく受診結果の情報開示に係る標準的な覚書の例（代表保険者と地域医師会との場合）
このひな型は、関係者間で、被用者保険による集合契約B(各市町村における国保の実施機関との契約)において使用することとされているものであり（なお集合契約A(被用者保険の集団と実施機関の全国団体との契約)においてもこれを準用）、その他の集合契約（市町村国保と地域医師会との契約を含む）や市町村国保等各保険者が実施機関と個別に契約する場合は、必ずしもこのひな型にとらわれる必要はなく、当事者間で自由に定められたい。

文書番号：●●●●●●

特定健康診査の受診者本人からの請求に基づく受診結果の情報開示についての覚書

●●●健康保険組合ほか別紙委託元保険者一覧表に示す医療保険者（以下「甲」という。）と●●社団法人●●市（●●県）医師会（以下「乙」という。）とは、●年●月●日付けで締結した●●委託契約書（以下「契約書」とする。）について、以下のとおり覚書を締結する。

契約書に基づき甲の委託を受けて乙又は乙の会員の医療機関であって契約書別紙実施機関一覧表に記載された医療機関（以下「実施機関」という。）が実施した特定健康診査について、乙又は実施機関がその結果に係るデータ（画像データ等の乙又は実施機関のみが保有するデータも含む。）を有している場合には、乙又は実施機関は、受診者本人の請求に基づき、甲を経由せず、当該データを当該本人に対して開示することができるものとする。
また、開示を行う場合の費用については、乙又は実施機関が受診者本人から徴収するものとする。

甲及び乙は、この覚書を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自1通を保有するものとする。

●年●月●日
委託者（甲）
●●●健康保険組合ほか○保険者
契約代表者
●●●健康保険組合
（保険者番号 XXXXXXXX）
●●県●●市●●●１－１－１
理事長　● ●　● ●

受託者（乙）
●●社団法人●●市（●●県）医師会
●●県●●市●●●１－１－１　　　
会長　● ●　● ●　　　　　　
